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原子核は陽子と中性子から成り立っている。陽子密度分布については電子散乱によって荷電分布
を通じてかなり精密に研究されてきた。その一方で中性子密度分布に関しては中性子自身が電荷
を持たないために同じように調べることは一般的に難しい。そこで我々は陽子弾性散乱をもちい
ることにより中性子密度分布を調べている。入射陽子は標的原子核から強い相互作用をうけて散
乱するために陽子ー中性子ともに感度があり、電子散乱では難しかった中性子密度分布について
の知見が得られると考えられる。一方で強い相互作用をもちいて反応を記述するために有効相互
作用の理解が必要不可欠となる。

実験は大阪大学核物理研究センタ─(RCNP)において、数百MeVの偏極陽子ビームを用いて
行った。このエネルギー領域ではインパルス近似が良く成り立つと考えられ、反応の記述が容易
となる。我々は様々な原子核ターゲットからの弾性散乱を測定し、その有効相互作用や、中性子
密度分布に対しての理解を進めている。また我々は現在不安定核による陽子弾性散乱実験を計画
しており、現在その準備を進めている。講演では実験やその解析について、また今後の見通しに
ついて報告する。


